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   Hyperthermic intravesical perfusion therapy using peplomycin (40  lig/m1) in distilled water 
at  43°C as a perfusate was performed for 2 to 3 hours in 18 patients with superficial bladder 






























膀胱癌に 対 する,膀 胱内灌流に よる 温熱 療法 は,
1967年,Cockettら7)の報告に始まるが,灌 流液中

















































中 嶋 ・ほ か:Bladdercancer,Intravesicalhyperthermicperfusion




従来 の報 告10・12)と同様 に,無 麻 酔 下 で患者 を 仰臥 位
と し,thrce-wayballooncatheterを尿道 内に 留 置
した.48～50℃に 加 温 した減 菌 水500mlに ペ プ ロマ
イ シ ン20mgを 溶 解 し,灌 流液 と した.灌 流 装 置 は
Bionix-Feeder(杉山 元 医 理 器KK,東 京)を 用 い
た.Ballooncatheterより流 出す る灌 流 液 の温 度 を
43℃とな る よ うに 調 整 し,1回 の治 療 で2～3時 間 灌
流 を お こな い,こ の療 法 を 隔 日に週3回 施 行 し,1コ
ー ス と した .今 回 は,計2コ ース の施 行 を 目 標 と し
た.腫 瘍 に 対す る効果 は,内 視 鏡,CTス キ ャ ン,お
よび超 音 波 断 層 法に よっ て,後 述 の ご と く,CR,

















































































































































関係では,CRが 得られた1例 は,腫瘍径がいずれ も
1cm以下の多発例であり,い っぽ う,4cm以上の













































































8(Thermotron)を導入 し,各 種泌尿器 悪性腫瘍に
対する治療を開始した・現在までのところ,膀 胱癌に
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